
	令和８年度　　学校「学ぶ力」育成プログラム
　自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質・能力
	学校番号：24513



	実　態
	「学ぶ力」

	
	成　果
	課　題

	
	◇「人の役に立ててうれしいと感じることがある」「人の役に立つ人間になりたいと思う」児童が多く、潜在的に協同意識が強い。また、相互承認の機会を増やしたことで「自分によいところがある」と感じている児童の割合が増えた。
◇難しい課題に直面しても、友達と一緒に考えたり、教師に聞いたりして粘り強く解決しようとする児童が多い。
	◇共通指標より「自分が必要とされている」と感じている児童の割合がやや低く、自分の思いや考えを積極的に伝えようとする児童の割合も高い水準とはいえない。
◇「意見を発言する前に、自分の考えがうまく伝わるように、話の内容や順序を考えている」児童の割合がやや低く、活用面における課題が明らかになった。

	
	「学ぶ力」の基盤〈協働を通して磨く  相互承認の感度 〉の現状と課題

	
	◇札幌市の共通指標の「自分にはよいところがある」「人のよいところを見付けようとしている」「人の役に立つ人間になりたいと思う」等の項目において、肯定的な回答が増加傾向にある。日常の授業や異学年交流、各行事に向けた取組の中で相互評価の場を設定していることが自己肯定感の高まりにつながっていると考えられる。引き続き、自己肯定感や自己有用感が高まるような場や自身の学びを振り返る場の設定、教師や友達からの価値付けを大切にしていく。

	「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力
学びに向かう力　～やってみよう自分から　やりとげよう仲間とともに～

	取　組
	課題探究的な学習の推進 に向けて
	自治的な活動の充実 に向けて

	
	(1) 研究の重点「進んで考え、学び合う子の育成」に基づき、教職員同士で授業づくりや授業交流を行ったり、他校の先生方にも授業を公開したりする機会を設定する。
(2)日常的にAARを意識した授業を行い、自分で課題を見いだす場や、自己選択・自己決定する場、学びを振り返る場を意図的に設定する。
	①自分たちの活動を発信し、共有する場の設定
・「さっぽろっ子サミット」に向けた生徒会と児童会との連携
・全校朝会や校内放送を活用した各委員会の取組の発信
②学級活動の充実
　・よりよい学級にするための課題を議題に設定した学級会
　・児童一人一人のアイディアを生かす係活動の充実

	
	「学ぶ力」の育成の一層の充実を図る ICTの活用について

	
	◇個に応じた学びがより充実するよう、一人一人の習熟度に合わせて取り組めるAIドリル等のソフトを積極的に活用する。また、協働探究の場面では、発表以外にも個々の考えを全体で共有することができたりしたり、共同編集機能を活用して合意形成を図ったりすることもできる。
◇GoogleClassroomを活用することで、小中学校の生徒会と児童会がリモートで意見交流をするなど、より連携しやすくなる。



＜本プログラムの実行に向けて＞次年度へ
◇学校評価アンケートの実施
（教職員、児童、保護者）
◇研究の成果と課題の共有
新年度
◇プログラムの共有
　・職員会議
　・参観・懇談
　・小中ﾊﾟｰﾄﾅｰ校間研修



〔学校全体〕
◇実践交流、校内研修
◇子どもの育ちを交流
◇小中一貫した教育の取組
〔一人一人の教職員〕
◇日常の授業実践
◇各行事や異学年交流、学級活動
◇各自の研修…札教研、ｾﾝﾀｰ研修
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実   態  「学ぶ力」  

成   果  課   題  

◇「人の役に立ててうれしいと感じることがある」「人の役に立つ人間になりた いと思う」児童が多く、潜在的に協同意識が強い。また、相互承認の機会を増 やしたことで「自分によいところがある」と感じている 児童 の割合が増えた。   ◇ 難しい 課題に 直面し て も 、友達 と 一緒 に 考 え た り、 教師 に 聞 い た り し て 粘り強 く 解決しようとする児童が多い。  ◇共通指標より「 自分が必要とされている 」 と感じている児童の割合がやや低 く、自分の思いや考えを積極的に伝え ようと す る児童の割合も高い水準とはい えない。   ◇「意見を発言する前に、自分の考えがうまく伝わるように、話の内容や順序を 考えている」 児童 の 割合 が や や 低 く 、 活用面にお け る 課題 が明らかになった。  

「学ぶ力」の基盤 〈協働を通して磨く    相互承認の感度   〉 の現状と課題  

◇札幌市の共通指標の 「自分にはよいところがある」 「 人 の よい と こ ろ を 見付 け よう と し てい る 」 「人の役に立つ人間になりたいと思う」 等の項目において、肯定 的な回答が増加傾向にある。 日常の授業や 異学年交流、 各 行事 に向けた取組の中で 相互評価の場を設定していることが自己肯定感の高まりに つながっている と考 え ら れ る。引き続き、 自己肯定感や自己有用感が高まるような 場 や 自身の学びを振り返る場の設定、 教師 や 友達 からの 価値付け を大切にしていく 。  

「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力   学びに向かう力   ～やってみよう自分から   やりとげよう仲間とともに～  

取   組  課題探究的な学習 の推進   に向けて  自治的な活動 の充実   に向けて  

(1)  研究 の 重点 「 進 ん で 考 え 、 学び合 う 子 の 育成 」 に 基 づ き 、 教職員 同士 で 授業 づ く り や 授業交流 を 行 った り 、 他校 の 先生方 に も 授業 を 公開 し た り す る 機会 を 設定 す る 。   ( 2) 日常 的 に AAR を 意識 し た 授業 を 行 い 、 自分 で 課題 を 見 い だ す 場 や 、 自己 選 択・ 自己 決定 す る 場 、 学 び を 振り返 る 場 を 意図的 に 設定 す る 。  ① 自分たちの活動を発信し、共有する場の設定   ・「さっぽろっ子サミット」に向けた生徒会と児童会との連携   ・全校朝会 や 校内 放送を活用した 各 委員会 の 取組 の発信   ② 学級活動の充実     ・よりよい学級にするため の 課 題 を議題に 設定 した学級会     ・ 児童 一人一人 の アイディア を 生 か す 係活動の充実  

「学ぶ力」の育成の一層の充実を図る   ICT の活用について  

◇ 個 に 応 じ た 学 び が よ り 充実 す る よう 、 一人一人 の 習熟度 に 合 わ せ て 取り組 め る AI ドリル 等 の ソフト を 積極的 に 活用 す る 。 ま た、 協働探究 の 場面 で は、 発 表 以外 に も 個 々 の 考 え を 全体 で 共有 す る こ と が で き た り し た り、 共同編集 機能 を 活用 し て 合意 形成 を 図 った り す る こ と も で き る 。   ◇ Google C lass room を 活用 す る こ と で 、 小 中 学校 の 生徒会 と 児童会 が リモート で 意見 交流 を す る な ど 、 よ り 連携 し や す く な る 。    

＜ 本プログラムの実行に向けて＞    

